
情報技術で，新しい「仕組み」や「価
値」を創造し，より豊かで調和のと
れた社会の実現に貢献する

NTTデータグループは新しい体制となら
れましたね．

2023年 ７ 月，NTT DATAは戦略的な観
点から国内事業会社，海外事業会社，それ
らを統括する持株会社の 3 社体制に移行し
ました．また，2022年10月にNTT Ltd.を
NTT DATA Inc.傘下とした事業統合は私
たちの歴史において非常に重要なマイルス
トーン，転換期となり，私たちはスケール
の拡大を果たし，グローバルでの競争力を
一層強化しました．このような背景の中で，
統合後の初めての通期決算である2023年度
の決算を2024年 5 月に発表した後，2024年
6 月に私はNTTデータグループの社長に
就任しました．

私たちはそれまで，グローバルTOP 5
をめざして活動していましたが，事業統合
により 6 位となり，アクセンチュア，デロ

イト，PwC，TCSなどの競争相手とともに，
ITサービスプロバイダのグローバル市場で
競り合う立場に立ち，グローバルTOP 5
に手が届くところまできました．これは本
当にシンボリックな出来事で，さらに実績
あるコンサルティングファームやインド系の
企業といったグローバル競争に対してどの
ように戦うのかが問われると考えています．

現在，私たちはグローバル戦略の策定，
グローバルシナジーの創出，ガバナンスの
強化を推進し，国内および海外事業会社は，
これまで以上に機動的な事業展開を進めて
います．

また，事業統合により，海外事業の売上
が全体の60％を超えるまでに成長し，これ
により国内の安定した事業基盤をベースと
しながら，より海外でのプレゼンスを高め
ていきます．そして，日本国内においては
継続的な成長を実現し，コンサルティング
力とデジタル競争力の強化に確実に取り組
むことで，さらなる成長の加速をめざして
います．そして，革新的なソリューション

に注力し，お客さまビジネスの成功を共に
実現したいと考えています．

さらに，海外においては，これまで以上
に幅広く，充実したサービスポートフォリ
オをそろえることができました．こうした
組織能力の拡大とグローバルカバレッジの
展開により受注機会も大きく増加していま
す．今後も，グローバル市場における持続
的かつ戦略的な事業拡大に注力したいと考
えています．

企業文化をはじめ，国家の成り立ちや言語
も違う多様なグループをまとめるのですね．

私たちは，現在，日本国内とグローバル
の良質なビジネスの経験に基づく価値観を
融合することで，統合されたダイナミック
な企業カルチャーを築いています．このユ
ニークなカルチャーは私たちの成功に欠か
せないものであり，それを育むことにより，
持続的な成長を実現したいと考えています．

これを成し遂げるために，トップとして
はグループの方向性やビジョンが極めて重
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要になると考えています．現在，NTTデー
タグループはグローバルを含め約20万人の
社員を擁し，世界50以上の国と地域で事業
を展開しています．特にグローバルにおい
ては，M&Aを通じて多様なバックグラウ
ンドを持ったチームを形成していますから，
グループ全体の共通の価値観の醸成が必要
だと感じています．特に，NTT Ltd.が提
供していた，データセンタやCisco製品の
リセール事業などの新たな事業領域が加わ
りましたから，これまで以上に多様化した
事業ポートフォリオを持つことになりまし
た．だからこそ，NTTデータグループを
1 つにまとめ，全員が同じ方向に向かって
進んでいくために，ミッション，ビジョン，
バリューを見直す必要があると再認識して
います．現在，私たちは2025年度に向けて，
グローバル・リーダーたちとディスカッショ
ンしながら，英語版を先行して用語の使い
方にもこだわりを持って，ミッション，ビ
ジョン，バリューを「Our Way」として
見直しを進めているところで， 5 月には日
本語版を含めて新たな「Our Way」を発
表する予定です．例えば，「Our Way」英
語版のミッションにおいては，「Accelerate 
our clients’ success and positively 
impact society with responsible 
innovation」という言葉に大きな意味を込
めました．具体的には 3 つ，お客さまの成
功を加速させ，社会に対して積極的にイン
パクトを与え，責任ある技術イノベーショ
ンを通じてその成果を実現するという思い
を 込 め て い ま す． こ の 中 で，“with 
responsible”という部分は非常に重要で，
特にAI（人工知能）技術の進化において，
光と影の側面を意識しながら，お客さまだ
けでなく社会的な責任を持って進めていく
必要があると考えています．

Who・What・Howのフレームワー
クでビジネスの本質をとらえる

ところで，全社コンサルティング強化施策
を展開していると伺いました．

私たちは現在，「提言・実装・成果」を
軸に成長率と収益性を両立する「質の伴っ
た成長（Quality Growth）」をめざし，コ
ンサルティング力の強化を進めています．
提言力を強化するためには社会・顧客課題

からビジネステーマを特定して，コンサル
ティングやテクノロジを組み合わせた型紙

（課題解決の型）を整備し，顧客へ価値提
供するためのケイパビリティ獲得と仕組み
の実装が必要です．現在，グループとして
これを現実のものとしていくために中長期
的な視野に立ち，世界最強レベルのシステ
ム構築力・質と量を兼ねそろえるための人
財の育成やアセット開発の投資を進め，組
織力を養っているところです．

さて，価値提供のためには，コンサルティ
ングによる提言力だけではなく，実現する
ための実装力の強化も重要です．そのため
にはエンジニアリング力の強化も求められ
ます．提案したテクノロジを顧客の課題に
適合するかたちで「パッケージ」し，実際
にサービスとして提供できなければ価値を
なさないからです．

最近，私が社内で話していることは，私
たちは単に技術を提供する会社ではないと
いうことです．NTT DATAの事業戦略に
おいて重要なのは，お客さまの課題に応じ
た解決策を提供することです．これに向け
て，私たちはWho・What・Howという
フレームワークを使っています．Whoと
いうのはターゲットとなるお客さまやイン
ダストリー，Whatは経営課題，特にCEO
やCFOが抱えている経営課題にリーチす
ることです．ビジネスはややもすると
Howから入りがちなのですが，やはりビ
ジネスはWhatから入るべきだと私は考え
ています．

このフレームワークを社内に浸透させた

いのです．課題を明確にするWhatから入
り，How，つまり，その課題に対して最
適なソリューションを提供することをめざ
す．例えば，営業力の強化やサプライチェー
ンの強靭化といった経営課題に対して，ど
のテクノロジを使うかを選ぶのではなく，
まずその課題に対してどのようにアプロー
チするかを考え，最適な解決策を提案する
のです．このように臨まないとお客さまに
提供できる価値は大きくならないし，ひい
ては私たちの利益にもつながらないのです．
そして，Howにはたくさんの引き出しが
必要で，どんなパートナーと組むか，どん
なテクノロジを使うかという，技術の目利
きも非常に重要となります．

具体的な技術戦略，注目している技術につ
いてお聞かせいただけますか．

私たちがお客さまに価値提供をしてきた
歩みを振り返ると，10年前はお客さまの業
務の効率化にITを使う時代でした．それが
今では経営課題解決にITが使われるように
なり，まさにデジタル化からDX（デジタ
ルトランスフォーメーション）への変革が
起きています．そのため，お客さまも私た
ちも，より攻めの姿勢で「仕掛けることが
できる」時代になりました．本当に面白い
時代になりました．この時代の変化によっ
て私たちからさらなるプロアクティブな提
案が可能となり，その意味で私たちはより
多種多様な人財が必要であると感じてい
ます．

こうした中，私たちはグローバルでの技
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術 戦 略 を 強 化 す る た め に，EGM
（Emerging，Growth，Mainstream） と
いうフレームワークによる技術ポートフォ
リオを整備し，将来的に重要となる技術に
対して準備をしています（図）．量子コン
ピュータなど，Emergingの分野は，今後
10年くらいの間に実用化が進むと予測され
る技術分野です．Growthの分野は 3 ～ 5
年先に普及が進むと予測される分野です．
生成AIのようにEmergingからGrowthへ
移行してきたものもあります．これらの技
術をいかに現場で活用し，お客さまに提供
するのかということが，今後の競争力を決
定づける重要な要素となります．このため，
Early Adopterと呼ばれる先進的なお客さ
まとともに先進的な技術にチャレンジして
います．現在，私たちはグローバルに11の
イノベーションセンタを設置して，約200
人強のエンジニアがお客さまとともに技術
の実証実験や新しいテクノロジの導入等，
次世代の技術を研究開発しています．例え
ば，ヨーロッパのスカイメディアとの共同
研究では，四足歩行のロボットなど先端的
な技術の検証をしています．

その中でも，特に着目している技術とし

て生成AIがあります．最近は多くの注目
を集め，社会全体に対して大きなインパク
トを与えていますね．現在，広く使われて
いるChatGPTのようなパブリックなAIは，
個人の生産性向上に役立っていますが，今
後は企業の内部でも活用されるケースが増
えていくでしょうし，プライベートAIも
重要視されるようになると考えています．
その点で tsuzumiは，軽量なLLM（Large 
Language Models）を活用したセキュア
なAIです．企業が自社のデータを安全に
活 用 で き る よ う， ご く 少 数 の GPU

（Graphics Processing Unit）などを利用
してプライベートAIを構築することがで
きますから，企業はパブリックなAIのリ
スクを避けつつ，独自のAIを活用して競
争力を高めることができると考えています．

リーダーはついてきてくれる人がい
て初めてリーダーになる

トップのあり方について，これまでの歩み
とともにお聞かせいただけますか．

私が入社した1990年は，NTTデータ（当
時）が設立されて（1988年）間もないころ
で，NTT DATAが今日のようなグローバ
ルな会社になるとは想像もつきませんでし
た．私たちがグローバルビジネスを始めた
のは2005年ごろですが，会社設立1７年目に
して海外での収益が 6 割，そして海外の従
業員が全体の７5％となり，一気にグローバ
ルに変容してきました．

この時代の流れにおいて，私はシステム
開発のプロジェクトマネージャ等を経験し
てきましたが，プロジェクトが大きくなれ
ばなるほど，プロジェクト全体の状況を共
有し，メンバが同じ方向に向かうことの大

切さを実感しました．プロジェクトのメン
バが100人であろうと20万人であろうと，
その大切さに変わりはありません．何のた
めにという目的，ゴール，価値観を共有す
ることがポイントとなります．

また，チームのリーダーは後ろについて
きてくれる人，フォロワーがいて初めてリー
ダーになるのです．フォロワーがいなけれ
ば組織は機能しません．だからこそ，部下
から信頼されることも大切ですし，自分自
身が部下を信頼することもとても重要です．
Trusted by People と Trust in People
の相互の信頼関係でチームは機能するのだ
と考えています．

こうした中，NTT DATAのトップとなっ
てまもなく 1 年が経ちますが，これだけ多
種多様なカルチャー（文化）を包含する企
業において，その多様性をいかに総合力に
つなげていくかという難しさを，正直なと
ころ感じています．しかし，それは楽しさ
でもあり，私はそれを非常に楽しいものと
とらえています．例えば，毎月，現地に赴
いてグローバルのビジネスリーダーたちと
直接対話をして，私たちの戦略を正しく理
解しているか，自分事としてとらえられて
いるかを確認する時間を設けています．そ
れは，社員にいかにポジティブに仕事をし
てもらうかということが非常に大事だから
です．人は人についていくものです．だか
らこそ，私は直接的なコミュニケーション
をとても大切にするのです．

2025年度に向けて抱負をお聞かせください．
また，NTT DATA，およびNTTグループ
社員の皆様へメッセージをお願いします．

2025年度もさまざまな仕掛けを考えてい
ます．例えばデータセンタに付加価値をつ

トップインタビュー
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けて，インフラとして高い価値を提供して
いきたいと考えています．現在，NTTデー
タグループのデータセンタの保有率は世界
3 位ですし，ネットワークエンジニアも数
多く擁していますし，さらにユニークなサー
ビスを提供できるようになっています．し
かも，さまざまなグローバル企業と比較し
ても，やはり「日本企業」「日本品質」「日
本人気質（真面目さ）」はマーケットにお
いても非常に価値がありますから，もっと
アピールしていきたいと考えています．

ITが活用される範囲は広がってきていま
すから，その広がりに合わせて私たち，仕
掛ける側の発想も広がります．このような

面白い時代を，社員の皆さんが楽しんで働
いていただけるような環境をつくることが
私の役割だと思っています．

私自身も若いときから仕掛けるのが好き
ですし，新しいことにチャレンジすること
が大好きです．20万人の社員が一体となっ
てイノベーションを掛け合わせ，大きな仕
掛けをしていきたいですね．

また，NTTグループのR＆Dは競争の
源泉です．知的財産を生み出す能力を社会
的価値につなげるのが私たちNTTデータ
グループの役割であると考えています．だ
からこそ，良い価値を生み出すプロセスの
改 善 に 努 め ま す．IOWN（Innovative 

Optical and Wireless Network）をはじ
め，NTT研究所の技術には大きな期待を
寄せています．スピード感を持った研究開
発をしていただきたいと思います．

さらに，私たちはお客さまのsuccessを
大切にしています．お客さまに寄り添い，
価値を高める事業パートナーになりたいと
思っています．ぜひ，ご期待ください．そ
して，今後，技術がさらにダイナミックに
変わる時代において，事業パートナーは不
可欠となります．共にITを支えるエコシス
テムを構築していきましょう．

インタビューを終えて
本誌がNTTグループのトップにお話を

伺うようになって10年超，すべてのトップ
に共通しているのは，「前向き」な姿勢か
もしれません．そして，前の向き方や表現
は実に個性にあふれています．佐々木社長
は「性格的に私は後悔をあまりしませんし，
過ぎたことを悔やむよりも次のことや最善
策を考えたいですね」と，その姿勢を表現
されます．ご発言はとても歯切れよく，す
べてが前向きで，憂いを全く感じさせませ
ん．しかし，それは「憂う」ことのないよ
う，常に最善策を検討されているからなの
だと実感することがありました．数あるご
趣味のうち，料理のお話を伺ったときのこ

とです．「揚げ物，よくするんですよ．焼
き物だと肉が重なってうまく焼けないこと
があったりするけれど，揚げ物ならしっか
りと火が通るでしょう？」と，佐々木社長．
最良の状態でお料理を提供することをお考
えです．さらに，「揚げ物ならば味付けに
よって変化もつけられる」と，創意工夫も
楽しんでおられます．チャレンジや仕掛け
が大好きだという佐々木社長．次はあるイ
ベントで制作過程を見て，面白い！と思っ
たモンブラン（ケーキ）づくりに挑戦する
ご予定だとか．どんなことも楽しく，面白
く，そして，新しいことにつなげる佐々木
社長の物事のとらえ方に学ばせていただい
たひと時でした．

（インタビュー：外川智恵/撮影：大野真也）
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